平成20年7月28日
兵庫県環境経済統合勘定（拡大型）の概要
兵庫県企画県民部政策室統計課

１　兵庫県環境経済統合勘定について

都道府県においては、県内の経済活動を体系的に記録する統計体系として県民経済計算が推計されている。それは県内の経済活動の全容把握を目的としているため、各種経済活動に伴う環境負荷の体系的把握はもとより、廃棄物処理活動や環境保護活動などの把握も困難である。
そこで、持続可能な地域社会を実現する見地から、このような環境と経済の相互関係を包括的に把握することが可能な統計体系の確立が求められている。
地域における環境と経済の関係を体系的に把握するため、平成17年度～平成18年度、内閣府が設置した「地域における環境経済統合勘定の推計作業に関する研究会」において、兵庫県におけるハイブリッド型統合勘定のプロトタイプの「環境経済統合勘定（標準型）」が作成された。

平成19年度は、より精緻な統合勘定の作成を目指し、経済活動部門の細分化などを行い、「環境経済統合勘定（拡大型）」を作成した。これにより、より幅広い分析の実施が期待できるとともに、より有益な情報の提供が可能になる。
兵庫県環境経済統合勘定基本表の概念図
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２　統計表の概要
(1)兵庫県環境経済統合勘定基本表(標準型)

　兵庫県環境経済統合勘定基本表は、兵庫県における経済と環境の相互関係を可能な限り網羅的かつ整合的に記録したものである。経済活動を測る県民勘定と、それに伴う環境への負荷を物量勘定として並列表記された勘定（ハイブリッド型統合勘定）である。さらに、廃物の中間処理の構造を明示的に表現する廃棄物処理型勘定である。
①県民勘定行列（貨幣表示）
　経済循環は、経済活動として、生産活動、所得の分配・使用活動を行う。そして、蓄積活動を行う。兵庫県民勘定行列は、兵庫県民経済計算を用いて経常勘定、蓄積勘定、県外勘定における県内経済循環構造のフロー部分を一覧表にしたものである。
②環境勘定（物量表示）
　経済から環境への排出等と環境から経済への投入・処理を記録したものである。
(2)兵庫県環境経済統合勘定基本表(拡大型)

①経済活動分類の細分化

　経済活動分類をより詳細に記録することで、どの経済活動からどの程度廃棄物が発生しているかといった経済と環境の相互関係が把握できる。
従来、経済活動分類を1)産業、2)政府サービス生産者、3)対家計民間非営利サービス生産者の３部門であったが、産業部門を1)農林水産業、2)鉱業、3)製造業、4)電気・ガス・水道業、5)建設業、6)運輸業、7)その他産業に7分割し、製造業は、さらに、基礎素材型産業、加工組立型産業、生活関連型産業に3分割した。

　②廃物処理過程のより正確な把握
　　生産活動・消費活動により排出された廃棄物、環境負荷物質が、内部的処理活動への投入により軽減され、その後に最終処分され環境に蓄積されるといった過程を記録できる。
今回、森林のＣＯ2吸収量や非煙脱硫装置等にＮＯx（窒素酸化物）、ＳＯx（硫黄酸化物）の濃度軽減、水質汚濁物質の内部的処理量について推計した。
３　提供データ

作成対象期間：平成12年度

(1)兵庫県環境経済統合勘定基本表(拡大型)
(2)兵庫県環境経済統合勘定基本表（拡大型）分割第1表
行：経済領域（ＮＡＭ（貨幣単位）・ＮＡＭの付表（物量単位）
　　列：経済領域（ＮＡＭ（貨幣単位））
(3)兵庫県環境経済統合勘定基本表（拡大型）分割第2表
行：経済領域（ＮＡＭ（貨幣単位））

　　列：経済領域（ＮＡＭ（貨幣単位）・ＮＡＭの付表（物量単位）
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